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令和元年１０月１０日 

 

文部科学大臣の答申にともなう 

国指定重要文化財（建造物）の指定について 

 

来る１０月１８日（金）に国の文化審議会が開催され、河内長野市内の文化財としては、

天野山金剛寺と摩尼院の重要文化財指定候補２件（詳細は別紙）が、文部科学大臣に答申さ

れる予定です。重要文化財候補（新指定１件、追加指定１件）は次のとおりです。この結果、

官報告示を経て、河内長野市における重要文化財は７７件※となる見込みです。 

※令和元年 10月 10日現在７６件 

 

①天野山金剛寺の新指定文化財 

金剛寺文化財建造物群の内、府指定有形文化財２１棟と国登録有形文化財２棟をあわせて

１件として重要文化財に新指定 

＜指定基準/種類別＞ 

歴史的価値の高いもの（近世以前／寺院） 

＜名 称＞ 金剛寺  

五仏堂、薬師堂、閼伽井屋、護摩堂、法具蔵、求聞持堂、 

開山堂、宝蔵、経蔵、弁財天社本殿、 

八大龍王善女龍王社本殿、天照皇大神社本殿、 

築地塀(二所)、鎮守水分明神社本殿、 

鎮守丹生高野明神社本殿、鎮守社拝殿、鎮守社鐘楼、 

旧理趣院表門、旧真福院表門、南門、総門 

＜員 数＞ １件２２棟※ 

＜所在地＞ 大阪府河内長野市天野町 

＜所有者＞ 宗教法人 天野山金剛寺 

※府指定有形文化財のうち、渡廊２棟を五仏堂１棟に附属するものとし、築地塀１棟を楼門南側と北側で別棟（２棟）とするため、 

 府指定有形文化財であった建造物は２０棟に再編されることから、これに国登録有形文化財２棟を加えて２２棟となる。 

 

②摩尼院の新指定文化財 

重要文化財 摩尼院書院の名称変更、追加指定 

＜指定基準・年代区分/種類別＞ 

歴史的価値の高いもの（近世以前／住宅） 

＜名 称＞ 摩尼院 書院、表門、築地塀(二所) 

 このうち表門、築地塀(二所)３棟が新指定 

＜員 数＞ １件４棟 

＜所在地＞ 大阪府河内長野市天野町 

＜所有者＞ 宗教法人 摩尼院 

 



＜問い合わせ先＞ 

◎文化庁 文化庁文化財第二課 電話０３－５２５３－４１１１ 

◎河内長野市 河内長野市教育委員会 文化財保護課 

電話０７２１－５３－１１１１ 



国指定重要文化財（建造物）の詳細説明 

①天野山金剛寺の新指定文化財について 

 金剛寺は、河内長野市天野町に所在する真言宗御室派の寺院です。奈良時代に行基によっ

て創建され、平安時代末期に僧 阿観（あかん）によって再興されました。 

 金剛寺の主要伽藍は、西除川（通称 天野川）の西側に、壇状の平坦面を設け、諸堂が建

立されています。最上壇には、既に重要文化財に指定されている御影堂の他に、阿観の創建

と伝わる五仏堂・薬師堂（現在の建物は慶長年間の再建）、護摩堂・法具蔵（慶長年間の建

立）が設けられており、最上壇の上方には元禄年間建立の求聞持堂、開山堂が配置されてい

ます。境内の大部分の建造物は、元禄年間の建立もしくは、元禄年間に修理が行われたこと

が古記録等から判明しています。また、伽藍の東側に位置する天野山には、慶長年間建立の

鎮守社が設けられ、天野川沿いには、古絵図にも描かれた子院（付属寺院）群の表門遺構が

残っており、中世山岳寺院のあり方を現在に伝えています。 

 今回の指定文化財候補は、府指定有形文化財及び国登録有形文化財になっておりますが、

江戸時代中期までに建立された建物が群をなして維持されており、往時の景観を現在に伝え

る数少ない事例であり高い価値が認められることから、重要文化財に指定されることになり

ました。 

 

金剛寺 薬師堂               金剛寺 五仏堂 

 

金剛寺 閼伽井屋               金剛寺 護摩堂 



 

 

金剛寺 法具蔵                 金剛寺 求聞持堂 

 

 

 

金剛寺 開山堂                金剛寺 宝蔵 

 

 

 

金剛寺 経蔵                金剛寺 弁財天社本殿 



 

 

金剛寺 八大龍王善女龍王社本殿         金剛寺 天照皇大神社本殿 

 

 

 

金剛寺 築地塀（二所） 

 

 

金剛寺 鎮守水分明神社本殿        金剛寺 鎮守丹生高野明神社本殿 



 

 

金剛寺 鎮守社拝殿             金剛寺 鎮守社鐘楼 

 

 

金剛寺 旧理趣院表門           金剛寺 旧真福院表門 

 

 

 

金剛寺 南門                金剛寺 総門 



②摩尼院の新指定文化財について 

摩尼院は、現存する数少ない金剛寺の子院（寺院の境内にあり、その寺院に付属する小寺院）で、

中心伽藍の北に位置しています。室町時代前期には南朝の後村上天皇の行宮が置かれ、古記録にも

名を残す有力な子院の一つでした。 

書院は慶長年間の建立と考えられ、代表的な書院建築として昭和４０年に重要文化財に指定され

ています。表門と築地塀は、元禄年間の建設と考えられ、金剛寺における境内整備と同時期に作ら

れました。摩尼院の表門と築地塀は、金剛寺境内において江戸時代中期の境内景観を良く残してお

り、子院の建物構成を知るうえでも貴重な事例であることから、既に指定されている書院とともに

重要文化財に指定されることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摩尼院 表門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摩尼院 築地塀 


